
レ-}レの占、〈

これはまたその使用者の定尺軌条ともし、う 。

定尺軌条 あるレ ー ノレの使用者が定めた一定の長さのレーノレ

のことで， その使用者の際準長iI此条である。悶欽のまさjミ II坑条は

30 kg レ ー ノレについては 20m ， 37 および 50kg レールについて

は 25 m であり，これは列車速度と車両の固有仮動との関係を

考慮して定められたものである。日本工業規憾の際準長には，

この 20 および 25 m がとり入れられている。なお同規絡には闘

鉄の際準より小さい 22 kg レーノレがある ことや， 私鉄線におけ

る輸送上の問題などあること ， 分岐日器用に短いレーノレを必要と

することなどから ， 10 m も標準長と してとり入れられている。

長尺軌条 定尺よりも長いレーノレのこと。 20 ・ 25 m が正式に

定尺となるまでは， 24 ・ 25 m などを長尺とい っ た習慣から今

日 でも往々に して， 10 m レ ー ノレに対し 20 m や 25m レーノレを長

尺軌条ということがある。

定尺よりも長いレ ー ノレは溶接接合で製作されるが， 今 日では

連続溶接で非常に長いレーノレとすることが欧米で行われており，

中には 7 km におよぶものもある。このような長いものは， 通

常連続溶接レ ーノレまたは長大レーノレといっている。わが国でも

ト γ平ノレの中などでは，大分以前jから 100 ・ 200 m というよう

な述統溶接レ ールを使用していたが， 今日では外で 200m 以上

1km までの長大レ ー ノレを使用している。

短尺軌条 定尺よりも短レレーノレのこと。っき.のE1-\lJ軌条な

どは短尺軌条である。これもまた長尺の場合と同様， 今 日でも

往々にして 10 m 未満のレ ーノレをいうことが多 L 、。

目切軌条 レ ー ノレを敷設する場合，曲線部では左右のレー ノレ

の長さを合わせることができないので， 曲線の内 ßIIJになる方の

レーノレは， 曲線の半径に応じて， ところどころに短尺 レ ー ノレを

入れなければならない。

レ ー ノレの端部には継目板をかけるために， ポノレト 穴が 2 伯1あ

けてあるが， 少しばかり切る場合は切る寸法によって， その穴

が使用できたり ， できなかったりする。いま 2 (1聞の穴のうち 1

個がちょうど使えるような寸法に切りとったとすると ， そのレ

ー ノレは 1 目切軌条である。端から穴までの距離や間隔は定まっ

ているので， 1 日切の寸法は一定であり 1 目切るとか半目切

るとし、う言葉は， レーノレ端を切るときの寸法の代名詞のように

も使われる。レ ーノレの端部では， 切り取る寸法が惑いと ， 新し

く穴セあける場合，古い穴の一部と重なってあけることができ

ないので目切寸法で切る。(沢田嫌ニ)

レールのふくしん レールの旬進 (英1 rail cree ping 敷設

してあるレ ー ノレが軌道の方向に移動すること。 旬進， レールは

行，クリーピングともいう。

レ ーノレが旬進する原因は明確ではないが，だし、た L 、っきfのよ

うである。

l 温度の変化によ っ て起るレ ー ノレの伸縮。

2 犠|主3Jf王の ill!J輸はレ ー ノレを進行方向 と反対のブJへ移動させ

る。

3 継目で車両がレーノレ端に突きあたりレールを前に抑出す。

4 列車がブレ ー キをかけるとき ， レ ー ノレを前方に移動させ

る。

5 レ ー ノレの波動運動によって前方に移動する。

この旬進の起り易いところは急な下り勾配線， jfE梁(きょうり

ょう)の前後，分岐音量の付近， ブレーキをひん繁にかけるところ，

複線のように列車の進行方向が一定しているところ， 道床のゆ

るんでいるととろなどである。

旬逃は軌問を狂わし，継目の位ti1を不正にし，枕木を移動さ

せ， 遊間を不整にし， 軌道を不良にするため列車事故の原因と

もなるのであるから防止しなければならない。これを旬進防止

と L 、う。その装置にはつぎのものがある。

1 レーノレと枕木を鐙 lilllに取付 ける方法

(1) 角形継目板の底部切欠きに犬釘をうつ。

(2) アンチタリ ー パーをとりつける。

(3) C 型タイプレ ー ト j11 1えばねのように特殊締結装置を用い

る。

2 :fÆ;木の移動を防ぎ， 間接にレーノレの旬進を防止する方法。

(1) 枕木に接して枕木の軌問中央に 1 本， または軌l間外両 lltU

に 2 本の杭を打つ。

(2) 継目枕木の両端に斜め外ブJに失政りを取りつける。

(3) 継目付近の枕木数本につなぎ材を取付ける。

レ ー ノレ旬進防止装置を本線に新設する傑準はっき'のとおりで

ある。
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1 複線では より急な上り勾配 (こうばL 、) 線を除く全 13:
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1,000 )より急な勾国E線。

3 角形継目板を使用していない定尺軌条区間。

4 その他とくに短J ìl主の多いところ。(伊i也知l堅一)

レールのようせつ レールの溶接 レ ー ノレ端 ・ 轍叉(てっさ)

などの摩耗箇所を有自修する肉盛り溶接と，継目をな く する目的

で行ういわゆる連続溶燦とがある。溶接方法には， 肉脱り溶接

の場合はガス溶接 ・ アーク溶接などがJfJ，、られる(ただし 7 ン

ガン鏑鰍さは王手らア ー ク持軍接法による)。また述絞溶接の場合は

国鉄では従米上述のガス溶接法， アーク溶接法とともにフラッ

シュパット (Flash-Buttl 溶接法などが盛んに用いられている。

最近ではこのほかにガス圧接法があり ， 工場溶接，現場溶接と

もに広 く 用いられている。なお欧米ではこれらの溶接法以外に

テノレミット (Thermitl 溶接が盛んに行われている。このテルミ

ット法はわが国では以前は市街電車のレ ーノレ溶接にはかなり使

用され， 国鉄でも一部試験的に採用されたことはあるが， 第 2

次大戦中は全く行われなかった。 しかし最近レ ー ノレの長尺化計

画に伴な， " テノレミット法による ν ー ノレ溶接実用化の問題がふ

たたひ.脚光をあび， 目下研究が進められている。(大井一郎)

レールはりだし レール張出し mt皮急変等の原因により ，

敷設されたレ ーノレが横の方向にふくらみ出ること。レ ー ノレは混

度の変化により伸縮するものであるから， 適当に継目遊間をつ

け ， これによるレーノレの狂いお よびjJ1 (lJjを防止するようにして

いるが， ν ーノレの旬進(ふくしん)またはその他の原因によって，

こ の遊間が連続的に零となっている場合， あ るいは連続して砂

利かき出し ・ 線路高上を施工した場合， 気I慌の上昇はなはだし

いときは， 伸長力のためレ ーんに大なる紛1圧を生じ ， ついには

レ ーノレを枕木とともに償の方向に事11 出すに至る。この現象をレ

ー ノレ2民出しとし、うのである。 レー ノレ狼 tl\ しは列車巡転保安上は

なはだ危険であるから，未然、に防止するよう遊間整理 ・ 道床補

充等相当処置をしておく必要がある。やむを得ず砂利かき出し ・

線路高上をするときは， 炎暑の日をさけるか， 連続延長を小さ

くしなければならない。 (伊地知堅一)

レールふぞくひん レール付属品 レー ノレの接続あるいは取

りつけに使用する材料， およびレ ー ノレに付随して取りつけられ

る材料の総称。継目板， 継目板ボル ト， ロッ ク・ ナット ・ ワッ

ツャ，犬釘， スク リ ユ ー スパイキ ， タイプ レート， アンチク リ

ー パ等がある。 (伊t也知l堅一)

レールまもう レール摩耗 (英) 、.vea r レーノレはその上を卒

論が走行することによ って摩耗する。直線および幽線の内側で
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